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グ
ル
ー
プ
を
７
班
に
分
け
て
避

難
行
動
を
す
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

西
部
地
震
以
降
、
田
中
様
の

指
導
で
防
災
要
領
を
作
り
、
地

震
・
水
害
・

土
砂
災
害

を
想
定
し
、

緊
急
時
に

は
指
示
を

待
た
ず
に

グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

と
共
に
判

断
し
、
行

動
に
移
し

ま
す
。

　

田
中
宅

車
庫
に
設

置
し
て
あ

る
確
認
板

を
使
用
し
、

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き
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黒
坂
５
区
は
、
32
戸
・
73
人

の
自
治
会
で
す
。
高
齢
の
方
や

支
援
・
介
助
が
必
要
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
黒
坂
５

区
防
災
委
員
会
を
組
織
。
支
援

特
集  

行
動

特
集  

行
動
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
記
入
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

議
会
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

何
を
い
ま
さ
ら
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

こ
と
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
、

議
会
の
日
ご
ろ
の
活
動
が
あ
ま

り
皆
さ
ん
に
は
よ
く
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
議
会

だ
よ
り
も
、
議
会
の
活
動
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
わ

か
っ
て
い
た
だ
く
重
要
な
手
段

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
常
に
、
内
容
、
表
現
方

法
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
改
良
し
、

皆
さ
ん
に
関
心
を
も
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
に

す
る
工
夫
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
ま
し
た
。　

            

（
松
尾　

信
孝 

記
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

  

委  

員  

長　

松
本　

利
秋

　

  

副
委
員
長　

松
尾　

信
孝

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　

  

小
谷　

博
徳

　
　
　
　
　
　

  

金
川　

守
仁

　
　
　
　
　
　

  

山
形　

克
彦

手
分
け
を
し
て

安
否
確
認
を
す

る
な
ど
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
よ
る

訓
練
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

消
火
栓
に
よ

る
訓
練
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
で
消

火
作
業
、
家
庭

で
の
油
火
災
に

消
火
器
体
験
、

風
水
害
に
は
グ

ル
ー
プ
毎
に
ロ

ー
プ
を
握
り
避

難
。
29
年
か
ら
全
世
帯
の
住

民
・
家
屋
の
模
型
を
作
り
、
地

震
・
水
害
・
土
砂
災
害
時
の
避

難
経
路
マ
ッ
プ
に
よ
る
避
難
誘

導
、
救
急
講
習
受
講
等
、
図
上

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
中
部
地
震
時
に
は
、
在

宅
数
19
戸
・
26
人
で
し
た
。
昼

間
に
は
若
い
人
が
い
な
く
、
高

齢
者
な
ど
の
避
難
誘
導
を
ど
う

す
る
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
は
、

避
難
勧
告
発
令
後
、
要
支
援
者

宅
に
避
難
要
請
、
区
内
巡
視
、

川
の
水
位
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
で
は
特
に
近
隣

社
会
の
共
助
が
大
切
。
「
自
分

達
の
区
民
は
自
分
達
で
守
る
」

を
合
言
葉
に
、
住
民
が
一
丸
と

な
り
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

 

（
防
災
係
長　

住
田　

巧
）

自
治
会
の
共
助
を
大
切
に

〜 

黒
坂
５
区
防
災
委
員
会 

〜

身
を
守
る

　 

防
災
訓
練

役員による図上訓練

防災訓練に参加した黒坂5区自治会の皆さん



（２）（３）

体力づくり百歳体操

放課後学習

ケーブルテレビやインターネットの整備

収入未済額

平成２９年度決算平成２９年度決算
ブロードバンド整備など
              一般会計で約36億円支出

　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
。
今
回
は
平
成

29
年
度
の
一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
の
決
算
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
条
例
の
制
定
・
改
正
と
補
正
予
算
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

収
入
未
済
額

　

全
会
計
合
計
の
収
入
未
済
額

は
１
億
１
６
７
５
万
円
。
こ
れ

は
昨
年
と
比
べ
る
と
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
多

額
で
あ
り
、
町
財
政
に
与
え
る

影
響
は
少
な
く
な
い
。
引
き
続

き
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

公
共
施
設
の

      

チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
の
接
続

　

災
害
時
の
避
難
所
で
の
情
報

収
集
の
た
め
に
も
、
未
接
続
施

設
へ
の
接
続
を
急
が
れ
た
い
。

タ
ク
シ
ー
助
成

　

利
用
者
も
多
く
利
用
効
率
も

上
が
っ
て
い
る
。
町
営
路
線
バ

ス
網
を
補
完
す
る
交
通
手
段
と

し
て
、
今
後
効
果
的
な
活
用
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

介
護
予
防

　

各
種
の
予
防
教
室
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
健
康
増
進
、
保
険

料
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
更

に
健
康
づ
く
り
の
推
進
・
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

消
防
団
員
確
保
の
環
境
整
備

　

団
員
の
新
規
確
保
の
た
め
に

雇
用
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
に

努
め
ら
れ
た
い
。

商
品
力
魅
力
ア
ッ
プ

　

予
算
化
さ
れ
な
が
ら
ほ
と
ん

ど
事
業
実
績
が
な
か
っ
た
。
特

産
品
振
興
は
町
長
の
公
約
で
も

あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

事
業
評
価
の
作
成

　

新
し
い
試
み
と
し
て
、
各
事

業
の
自
己
評
価
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
課
で
独

自
の
判
断
で
評
価
し
た
結
果
、

客
観
性
に
欠
け
る
部
分
も
あ

る
。
評
価
基
準
を
統
一
し
、
役

場
内
で
の
横
断
的
な
課
題
の
共

有
が
望
ま
し
い
。

　

指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
改

善
策
が
12
月
定
例
会
ま
で
に
議

会
に
報
告
さ
れ
る
の
で
、
次
号

に
お
い
て
町
民
の
皆
様
に
も
ご

報
告
し
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

指
摘
事
項（
主
な
も
の
）

決
算
認
定
に

賛
成　
　

山
形　

克
彦
議
員

　
　
　
　

金
川　

守
仁
議
員

　
　
　
　

松
尾　

信
孝
議
員

　
　
　
　

中
原　

信
男
議
員

　
　
　
　

松
本　

利
秋
議
員

　
　
　
　

安
達　

幸
博
議
員

　
　
　
　

中
原　
　

明
議
員

　
　
　
　

竹
永　

明
文
議
員

反
対　
　

佐
々
木　

求
議
員

　

収
入
未
済
額
が
依
然
多
額

　

税
金
や
貸
付
金
な
ど
、
各
年

度
末
ま
で
に
町
に
対
し
て
納
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い

も
の
が
「
収
入
未
済
額
」
で

す
。

　

平
成
29
年
度
末
で
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
１

億
1
6
7
5
万
円
で
、
昨
年
と

比
べ
て
約
３
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
注
目
点

町　民　税

固定資産税

住宅使用料

住宅新築資金等貸付金

災害援護資金貸付金

国民健康保険税

そ　の　他

　  合計

108,626

225,777

17,818

62,953

15,221

77,919

255,846

764,160

108,074

211,972

14,432

2,142

700

54,514

395,939

787,773

552

13,805

3,386

60,812

14,521

23,405

266

116,747

250

▲ 259

▲ 138

▲ 1,713

▲ 700

▲ 807

▲ 340

▲ 3,027

調定額
（納入すべき金額）

区分 収入済額
（納入した金額）

収入未済額 対前年比

99.49

93.89

81.00

3.40

4.60

69.96

－　

－　

微収率

〈単位：千円〉

（％）

公共施設の整備
2億3,230万円
だれもが安心安全に
快適に暮らせるまちに

移住・定住
1,556万円

医療と保健・　　
　　　 福祉の連携

2,424万円
町民の健康づくりと、いつまでも
生きいき暮らせるまちに

子育て
教育環境の整備
3,023万円

安心して出産子育てができ、
子ども達がのびのびと
成長できるまちに

　

背
景
に
は
、
長
期
滞
納
者
か

ら
の
徴
収
は
僅
か
な
が
ら
も
進

ん
で
い
る
一
方
、
新
規
滞
納
分

が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

未
納
者
も
固
定
化
、
多
重
債

務
化
の
状
況
に
あ
る
が
、
自
主

財
源
に
乏
し
い
本
町
に
と
っ
て

は
、
未
納
額
が
財
政
運
営
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
滞
納
額

が
少
額
の
段
階
で
速
や
か
に
対

処
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。



（４）（５）

日野病院、更新される電子カルテシステム

町民ミュージカル

黒坂小学校

根雨小学校

・
か
じ
か
荘
前
の
町
道
沿
い
の

　

ブ
ロ
ッ
ク
壁
を
撤
去

　
　
　
　
　
　
　

  

１
５
８
万
円

・
日
野
病
院
電
子
カ
ル
テ
更
新

　

事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　

  

７
８
４
０
万
円

・
町
道
下
黒
坂
線
改
修
工
事
設

　

計
委
託
費
（
野
田
〜
舟
場

　

間
）　
　

  　
　

６
７
２
万
円

・
斜
面
崩
壊
復
旧
工
事
等

　

７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

　

中
菅
地
区
、
門
谷
地
区
、
金

　

持
地
区　
　

  
                    

４
３
８
８
万
円

・
し
っ
か
り
守
る
農
林
基
盤
交

　

付
金
事
業

                       

４
０
１
万
円

・
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
事

　

業
、
本
郷
水
路
の
設
計
費　

　

  　
　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

・
黒
坂
小
学
校
体
育
館
照
明
Ｌ

　

Ｅ
Ｄ
化
事
業
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

  

５
１
８
万
円

９月議会

　
日
野
町
校
区
審
議
会
の
制

定
　

日
野
町
小
・
中
学
校
校
区
に

関
す
る
事
項
の
調
査
等
の
審

議
。

議
員　

こ
の
審
議
会
の
進
め
方

や
、
情
報
公
開
は
。

課
長　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
開
し
ま
す
。

議
員　

小
学
校
統
合
を
視
野
に

入
れ
た
審
議
会
で
あ
る
と
と
ら

え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

義
務
教
育
を
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

議
員　

い
つ
ま
で
に
方
向
性
を

ま
と
め
る
の
か
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長　

二
年
以
内
に
は
、
審
議

会
で
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

採
決
の
状
況

　
　

賛
成
全
員
、
可
決

○一般会計・特別会計決算
区　　分 歳入総額

一般会計
国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療保険
簡易水道
公共下水道事業
農業集落排水事業
　　   計

3,837,539
470,615
629,945
53,717
166,039
135,233
38,385

5,331,473

歳 出 総 額
3,565,892
423,849
621,026
53,488
166,039
135,233
38,385

5,003,912

差 　 　 額
271,647
46,766
8,919
229
0
0
0

327,561

○地方債（借金）の推移

一般会計基金残高と地方債（借金）の推移

区　　分 平成29年度
（単位:千円）

○一般会計基金残高（積立金）の推移
区　　分 平成29年度

財政調整基金
減債基金
地域振興基金
町営バス購入基金
観光振興事業基金
その他基金
　　　　計

1,571,561
235,845
7,691
25,419
25,069
245,139
2,110,724

平成28年度平成25年度 平成26年度 平成27年度
1,624,508
235,716
7,689
22,752
31,357
25,592

1,947,614

1,298,252
108,864
7,684
25,527
19,340
23,862

1,483,529

1,401,607
135,602
7,685
26,035
21,822
23,633

1,616,384

1,523,031
135,667
7,687
31,021
31,112
27,827

1,756,345

（単位:千円）

（単位:千円）

一般会計

簡易水道

公共下水道事業

農業集落排水事業

　　 計

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0

2,524,681

486,700

475,285

258,801

3,745,467

平成28年度平成25年度 平成26年度 平成27年度
2,144,711

457,877

495,882

278,463

3,376,933

2,621,276

633,135

647,325

354,843

4,256,579

2,239,395

572,040

589,660

325,559

3,726,654

1,981,516

513,330

536,556

299,555

3,330,957

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

一般会計基金残高
　  （積立金）の推移

地方債（借金）の推移■
◆■

■
■

■ ■ ■

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

条
　
　
例

条
　
　
例

質
　
　
疑

質
　
　
疑 特

別
会
計

特
別
会
計

９月議会

日野病院の医療機器
整備負担金など補正

約４億円を追加し、
　　  総額３４億８千万円に

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
も
の

・
日
野
中
学
校
体
育
館
放
送
設

　

備
等
更
新
事
業
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

  

４
７
５
万
円

・
日
野
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
購
入

　

事
業　
　
　
　

  

６
４
８
万
円

・
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修
繕

　

な
ど　
　
　

  

１
９
５
０
万
円

・
黒
坂
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

　

ク
塀
の
撤
去
、
改
修　

　
　
　
　
　
　
　

  

３
８
８
万
円

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

*

*公共施設等長寿命化基金 220,062を含む



（６）（７）

野田の町営住宅

根雨簡易水道水源の確認

護岸が崩壊した金持地区の町道

町内被災地視察

土砂流出で水道管が露出

平成３０年度　特別会計補正額 （単位:万円）

災
害
現
地
調
査

総
務
経
済
常
任
委
員
会

議 員 研 修
古民家を観光資源に古民家を観光資源に

一
般
会
計

議
員　

災
害
復
旧
費
分
担
金
の

２
０
６
２
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
受
益
者
と
の
協
議

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

課
長　

地
元
代
表
者
に
対
す
る

説
明
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
査
定
の
段
階
で
あ
り
決

ま
り
次
第
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

議
員　

今
回
の
復
旧
工
事
費

は
、
受
益
者
負
担
（
35
㌫
）
が

多
額
で
あ
り
、
受
益
者
負
担
の

軽
減
策
が
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

か
。

町
長　

受
益
者
負
担
が
少
し
で

も
低
減
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町
営
住
宅
修
繕

議
員　

建
設
し
て
か
ら
数
年
し

か
経
っ
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ

修
繕
す
る
の
で
す
か
。

課
長　

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ

り
車
両
に
被
害
が
出
た
も
の
で

す
。

議
員　

住
宅
を
建
設

す
る
時
点
で
想
定
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、

駐
車
場
の
設
定
場
所

が
悪
か
っ
た
の
で

は
。

課
長　

建
設
場
所
の

立
地
条
件
か
ら
、
現

状
の
場
所
に
し
か
設

置
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

議
員　

基
金
が
一
億
円
を
越
し

た
が
、
一
億
円
を
越
し
た
部
分

の
被
保
険
者
へ
の
還
元
策
は
。

町
長　

予
防
対
策
事
業
な
ど
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

議
員　

ス
テ
ン
レ
ス
製
給
水
タ

ン
ク
購
入
に
つ
い
て
、
台
車
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

課
長　

現
在
使
用
し
て
い
る
２

㌧
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
使
用

し
ま
す
。

日
野
町
過
疎
地
域

          

自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

町
道
根
雨
駅
西
側
線
改
良

（
金
持
テ
ラ
ス
ひ
の
か
ら
日
野

交
通
ま
で
の
間
）

町
営
土
地
改
良
事
業

　

経
費
の
賦
課
基
準
20
㌫
を
15

㌫
に
変
更
（
榎
市
地
区
、
下
菅

地
区
）

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療保険

簡易水道

基金積立、国・県返還金

基金積立、国・県返還金

前年度保険料の納付分

緊急給水用タンク購入

2,973

1,216

23

317

40,625

68,471

5,596

9,847

会計別 補正額 補正後総額 補正の主な理由

一般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
補
正
予
算

財
産
（
動
産
）
の
取
得

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
購

入
の
承
認
（
予
算
２
６
４
６
万

円
は
、
６
月
定
例
会
で
承
認
済

み
）

　

１
億
２
２
０
６
万
円
を
追
加

し
、
総
額
30
億
８
３
３
４
万
円

と
す
る
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

・
７
月
豪
雨
に
よ
る
農
業
用
施

　

設
災
害
、
林
業
災
害
、
道
路

　

橋
梁
災
害
な
ど
の
災
害
復
旧

　

事
業
費

　
　
　
　
　
　

  

９
４
３
４
万
円

・
町
道
根
雨
駅
西
側
線
改
良
工 

　

事　
　

        

１
９
４
６
万
円

　

１
２
９
万
円
を
追
加
し
、
総

額
３
億
７
６
５
１
万
円
と
す

る
。

質
　 

疑

質
　 

疑

臨
時
議
会

７
月
26
日
開
催

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、

６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か

け
て
発
生
し
た
、
西
日
本
豪
雨

災
害
の
現
地
調
査
を
８
月
３
日

に
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
給
水
停
止
し
た
根

雨
簡
易
水
道
の
水
源
地
の
ほ

か
、
本
郷
水
路
堰
、
安
井
井
手

堰
、
町
道
三
谷
線
、
金
持
地
区

の
野
谷
川
災
害
な
ど
。
災
害
の

状
態
や
復
旧
計
画
を
確
認
す
る

な
ど
し
ま
し
た
。

　

矢
継
ぎ
早
に
や
っ
て
く
る
災

渦
、
９
月
30
日
に
襲
来
し
た
台

風
24
号
は
大
雨
を
も
た
ら
し
、

河
川
が
氾
濫
。
町
内
全
域
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

町
民
に
は
人
災
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
国
道
１
８
０
号

は
到
る
所
で
護
岸
の
崩
壊
に
よ

り
通
行
止
め
に
。

　

ま
た
、
町
民
生
活
に
関
わ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
町
道
、
農
道

に
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
根
雨
簡
易
水
道
も
再
び

給
水
停
止
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
か

ら
、
議
員
全
員
で
10
月
16
日
に

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
を
す
る
中
で
も
災
害
箇
所
の

多
さ
、
災
害
箇
所
の
大
き
い
も

の
な
ど
大
変
な
状
況
で
し
た
。

　

一
日
も
早
く
復
旧
す
る
た
め

に
議
会
も
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

台
風
24
号
災
害

　

西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
、
８
月
21
日
江
府
町
で
開
催

さ
れ
、
全
議
員
が
参
加
。
研
修

会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
ノ
オ

ト
代
表
理
事
金
野
幸
雄
氏
が

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
講
演
さ
れ
た
。

　

全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
山

村
集
落
に
は
空
き
家
が
あ
る
。

こ
こ
に
目
を
付
け
て
、
古
民
家

等
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

た
地
域
再
生
事
業
と
し
て
、
兵

庫
県
丹
波
篠
山
市
丸
山
集
落

（
12
戸
）
で
の
取
組
み
事
例
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
民
家
は
懐
か
し
い
心
の
癒

し
の
場
で
も
あ
る
、
と
価
値
観

の
転
換
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
鳥
取
県
下
の
議
会

広
報
研
修
会
が
８
月
７
日
三
朝

町
で
開
催
さ
れ
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
委
員
全
員
が
参
加
。

　

各
町
村
の
議
会
広
報
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
研
修
会



（８）（９）

答弁する町長

緊張感漂う議場

野々村陸久さん

柴田舞花さん

山
田
議
員　
町
内
の
駅
に
駅
メ

ロ
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
載
せ
る
な
ど
、
町
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
リ
ホ
ー
ム
し
て

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用

し
、
都
会
か
ら
の
高
齢
者
を
受

け
入
れ
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
つ
く
り
、
デ

ザ
イ
ン
を
町
営
バ
ス
に
使
用
す

る
な
ど
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
町
を
元
気
に
し
て
は
と
思

い
ま
す
。

町
長　
列
車
の
到
発
着
に
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
流
せ
ば
、
乗
降
さ
れ

る
お
客
さ
ん
に
親
近
感
を
覚
え

て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
費
用
も

か
か
り
ま
す
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
相
談
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
誘
客
の
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
、
移
住
や
定
住
は
、
高

齢
者
に
限
ら
ず
若
い
人
、
子
育

て
世
代
の
方
な
ど
、
多
く
の
方

に
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
な
り
得
る
も
の
で
、
検

討
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
い
た
だ
い
た
提
案
を
含

め
て
検
討
を
加
え
、
町
を
元
気
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
田
議
員　
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
が

暗
い
の
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
練

習
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

照
明
を
も
う
少
し
明
る
く
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
停
の
照
明
も
薄

暗
く
危
な
い
と
思
い
ま
す
。
安

心
･
安
全
の
た
め
に
も
街
灯
を

増
や
す
な
ど
明
る
く
す
る
と
良

い
と
考
え
ま
す
。

町
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
整
備
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
明
る

い
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
現
地
で
照
明
を
入
れ
て
み

て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
停
付
近
は
、
照
明
灯
の

取
り
換
え
を
し
、
校
門
付
近
は

明
る
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
街
灯
の
設
置
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

す
。

宮
﨑
議
員　
休
日
に
は
多
く
の

撮
り
鉄
フ
ァ
ン
が
来
町
さ
れ
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
自

然
と
電
車
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
、

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
旅
な
ど
、
町

内
の
自
然
を
生
か
し
ツ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
む
な
ど
、
自
然
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
れ
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

まちづくりなど建設的な質問まちづくりなど建設的な質問
～日野中学生議会～

　選挙法の改正（平成１６年６月施行）により、

18歳から選挙権が付与されました。そこで、若者

に政治への関心を持ってもらい、議会を理解して

いただくために、日野中学校の協力をいただき、

「日野中学生議会」を７月１３日議場で開催しま

した。

　参加した３年生26人は、議員席と傍聴席に。６

人が代表して質問に立ち、町長が答弁しました。

山田楓夏さん

百田直樹さん

宮﨑隼正さん

町
長　
撮
り
鉄
ツ
ア
ー
や
町
内

の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
豊
か
な
自
然

を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
良
い
ア

イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
観
光
振
興
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

柴
田
議
員　
犬
を
飼
っ
て
い
る

人
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
犬

を
自
由
に
走
ら
せ
る
場
所
も
な

い
の
で
、
町
内
の
自
然
豊
か
な

土
地
を
利
用
し
て
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
カ
フ
ェ
を
作
る
こ
と
は
ど
う

で
す
か
。

町
長　
人
と
動
物
が
触
れ
合
っ

て
、
食
事
も
で
き
、
お
菓
子
や

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
を
作
っ
て

販
売
す
る
な
ど
、
利
用
客
が
多

け
れ
ば
夢
の
広
が
る
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
角
度

か
ら
し
っ
か
り
と
ニ
ー
ズ
調
査

を
お
こ
な
い
、
収
益
が
見
込
め

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
行
政
や
民

間
の
会
社
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
む
の
で
あ
れ
ば
可
能
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

野
々
村
議
員　
高
齢
者
の
方
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｈ
Ｇ
Ｃ

＆
Ｈ
Ｂ
Ｃ
」
ヒ
ノ
ガ
ー
ル
ズ
ア

ン
ド
ヒ
ノ
ボ
ー
イ
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
若
い
方

や
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、
輝
い

て
い
た
だ
く
こ
と
よ
っ
て
町
に

活
力
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
お
年
寄
り
が
輝
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

町
長　
文
化
セ
ン
タ
ー
や
金
持

テ
ラ
ス
ひ
の
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
く
と
い
う
の
は
、

本
当
に
面
白
い
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
い
ま
す
。
賑
わ
い
の
あ
る
施

設
と
す
る
た
め
、
今
後
、
町
が

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ

と
で
も
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

松
田
議
員　
町
全
体
を
ア
ウ
ト

ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
有
効
活

用
し
て
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
鵜
の
池
キ
ャ
ン
プ
場

に
街
灯
を
付
け
る
な
ど
整
備
を

行
い
、
キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
テ

ン
ト
な
ど
の
必
需
品
を
レ
ン
タ

ル
し
て
、
日
野
川
で
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
や
渓
流
釣
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
の
看
板
を
設
置
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長　
鵜
の
池
は
町
の
魅
力
的

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ

り
、
提
案
の
よ
う
な
整
備
を
す

れ
ば
魅
力
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
と
思
い
ま
す
。
管
理
等
の
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
提
案
を
参

考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

松田康誠さん
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３
．
中
海
テ
レ
ビ（
チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
の
）で
放
映
さ
れ

　
た
日
野
町
議
会
中
継
は
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
視
た
52
％
、
視
な
か
っ
た
48
％

４
．
視
な
か
っ
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。

視
な
か
っ
た
理
由
は

　
時
間
が
な
い
41
％
、

　
中
海
テ
レ
ビ
に
接
続
が
な
い
37
％
、

　
興
味
が
な
い
７
％
、
そ
の
他
15
％
の
で
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

下
記
の
グ
ラ
フ
↓

５
．
視
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
視
た
感
想
を
お
聞 

　
き
し
ま
す
。

　
良
か
っ
た
36
％
、
普
通
36
％
、

　
つ
ま
ら
な
か
っ
た
28
％
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
記
の
グ
ラ
フ
←

そ
の
感
想
の
主
な
も
の

・
町
長
の
答
弁
が
弱
い
、
課
長
ま
か
せ
の
感
あ
り
。

・
議
員
の
一
生
懸
命
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
こ
れ
で
町
議
か
と
思
っ
た
。

・
議
員
各
位
の
意
見
を
生
で
見
れ
た
。　

・
議
会
の
雰
囲
気
が
分
か
ら
な
い
。

・
議
会
の
声
を
テ
レ
ビ
で
聞
け
る
の
は
よ
い
。

・
声
が
小
さ
く
聞
き
取
れ
な
い
。

・
間
の
抜
け
た
質
問
と
答
弁
。
形
式
的
進
行
で
。

・
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
感
が
強
い
。

・
町
長
の
説
明
不
十
分
。
や
る
気
が
あ
る
か
今
後
が
心
配
。

・
良
か
っ
た
。
議
会
の
様
子
が
分
か
っ
た
。
議
員
の
レ

　

ベ
ル
差
が
分
か
っ
た
。

・
つ
ま
ら
な
い
。
議
事
進
行
の
難
儀
さ
を
伺
い
問
題
提

　

起
者
の
質
を
知
る
。

・
今
ま
で
質
問
し
な
か
っ
た
議
員
さ
ん
が
Ｔ
Ｖ
視
聴
を

　

意
識
さ
れ
良
か
っ
た
。

・
形
式
的
で
反
対
議
論
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。

・
議
会
の
進
行
、
流
れ
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

・
良
か
っ
た
。
議
員
の
活
動
や
的
の
外
れ
た
質
問
も
映

　

し
出
さ
れ
て
い
た
。

・
良
か
っ
た
。
内
容
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

・
つ
ま
ら
な
い
。
議
員
と
し
て
の
力
強
さ
が
見
え
な
い
。

日
野
町
議
会
に
関
す
る

        

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計

　

日
野
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
議

会
中
継
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
中
継
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
議
会
に
対
す
る
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。

　

調
査
方
法
は
、
議
会
だ
よ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
と
返
信
用
封
筒
を
添
付
し
、
９
月
10
日
で
締
め

切
り
集
計
し
ま
し
た
。

　

１
８
４
通
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１．あなたの性別はどちらですか。

２．あなたの年齢はどれにあたりますか。
　１０歳代から３０歳代　　３人（   ２％）
　４０歳代から６０歳代　９３人（５１％）
　７０歳以上　　　　　　８５人（４７％）
　未記載　　　　　　　　　３人

回答総数　１８４通
　  男　　 １０７人
　  女　 　　７５人
  未記載　　 　２人

あなたの性別は

男
59％

女
41％

視た感想は

良かった
36%

良かった
36%

つまらなかった
28%

普通
36%

視なかった理由は

興味が
ない
7%

中海テレビに
接続がない
37%

時間がない
41%

その他
15%

議会だよりは読まれますか

よく読む
68%

時々読む
27%

読まない
5%

なり手不足の理由

仕事に
魅力がない
24%

議会に対する
町民の無関心
33%

仕事・家庭
の両立
16%

報酬や将来
への不安
13%

しがらみ
10%

その他
4%

議員報酬（月額22万1,000円）は

妥当である
35%

多い
31%

少ない
17%

わからない
17%

・
同
じ
質
問
を
す
る
。
町
長
を
困
ら
せ
る
よ
う
に
見
え
る
。

・
質
問
の
主
旨
が
分
か
ら
な
い
。
議
員
の
質
問
が
中
途

　

半
端
。
町
長
答
弁
が
検
討
、
考
え
ま
す
の
言
動

　

多
く
が
っ
か
り
。

・
議
員
の
個
性
が
文
字
よ
り
テ
レ
ビ
の
方
が
正
確
に
わ

　

か
る
。

・
町
長
の
資
質
に
期
待
感
を
無
く
し
た
。
つ
ま
ら
な
い
。

・
普
段
の
行
動
、
言
動
が
違
い
信
用
性
な
し
。

・
自
宅
で
見
れ
る
。
議
員
の
個
が
見
れ
る
。
質
が
高
ま
る
。

・
良
い
。
行
政
へ
の
視
野
が
広
が
っ
た
。

・
良
い
。
普
段
に
議
員
を
感
じ
な
い
人
が
単
純
、
明
快
、

　

本
質
を
突
く
質
問
に
一
般
質
問
は
こ
れ
だ
と
感
じ
た
。

・
質
問
が
多
く
理
解
が
困
難
な
議
員
あ
り
。
つ
ま
ら
な
い
。

・
緊
迫
感
の
無
い
セ
レ
モ
ニ
ー
化
し
て
い
る
。

・
良
か
っ
た
。
提
案
権
は
議
会
そ
の
も
の
。

・
質
問
項
目
、
議
員
別
、
い
つ
で
も
見
れ
る
状
態
を

　

作
っ
て
ほ
し
い
。

・
良
か
っ
た
。
誰
も
が
テ
レ
ビ
で
見
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

６
．
議
会
だ
よ
り
は
読
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
よ
く
読
む
68
％
、
時
々
読
む
27
％
、

　
読
ま
な
い
５
％
で
し
た
。

７
．
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
社
会
問
題
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
な
ん
で
あ
る
と
思

　
い
ま
す
か
。

　
議
会
に
た
い
す
る
町
民
の
無
関
心
33
％
、

　
仕
事
に
魅
力
が
な
い
24
％
、

　
仕
事
・
家
庭
の
両
立
16
％
、

　
報
酬
や
将
来
へ
の
不
安
13
％
、

　
地
域
・
集
落
・
親
類
な
ど
の
し
が
ら
み
10
％
、

　
そ
の
他
４
％
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
中
段
の
グ
ラ
フ

８
．
議
員
報
酬
（
月
額
22
万
１
０
０
０
円
）
を
ど
う

　
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
妥
当
35
％
、
多
い
31
％
、
少
な
い
17
％
、

　
わ
か
ら
な
い
17
％
で
し
た
。

多
い
理
由
の
主
な
も
の

・
議
員
が
何
を
し
た
か
口
先
ば
か
り
で
わ
か
ら
な
い
の

　

で
高
い
。

・
報
酬
に
見
合
う
議
員
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
か

　

ど
う
か
。

・
若
者
の
給
料
は
20
万
円
以
下
。
パ
ー
ト
は
12
〜
16
万

　

円
。

・
活
動
日
数
に
対
し
て
高
額
。

・
議
員
22
万
円
は
高
い
。

・
見
合
っ
た
仕
事
を
し
て
い
な
い
。
腰
掛
程
度
で
は
。

・
町
内
の
給
料
か
ら
す
る
と
高
額
。

・
22
万
円
に
値
す
る
仕
事
し
て
ま
す
か
。

・
普
通
に
働
い
て
も
こ
れ
ほ
ど
も
ら
え
な
い
。
町
民
と

　

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
し
。
自
己
中
で
動
い
て

　

い
る
。
も
っ
と
住
民
の
声
を
聴
く
べ
し
。

・
70
歳
を
過
ぎ
た
ら
退
く
べ
し
。

・
月
に
数
日
・
数
時
間
の
行
為
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と

　

自
体
厚
か
ま
し
い
。
そ
れ
を
求
め
る
な
ら
常
勤
の
勤

　

め
に
せ
よ
。
期
末
手
当
も
明
示
し
て
民
意
を
問
え
。

・
活
動
日
数
に
対
し
て
一
般
的
な
金
額
で
な
い
。

・
委
員
会
と
い
う
名
で
集
ま
る
割
に
中
身
が
薄
い
。

・
現
在
の
仕
事
ぶ
り
で
は
高
い
。

・
仕
事
ら
し
い
仕
事
を
し
て
な
い
。

・
町
民
は
収
入
が
少
な
い
。
働
く
場
所
な
し
。

・
税
金
は
同
じ
。
日
当
制
に
。

・
２
足
の
わ
ら
じ
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
あ
り
。

・
１
か
月
に
ほ
と
ん
ど
議
員
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
。

・
仕
事
が
見
え
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ

　

イ
ア
で
よ
い
。

・
１
日
何
時
間
、
１
か
月
何
日
し
た
か
。
働
き
ぶ
り
に

　

対
し
て
高
い
。

・
毎
日
働
い
て
い
る
人
よ
り
多
い
。
議
員
の
仕
事
を
す

　

る
議
員
が
少
な
い
。

・
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
高
額
。
拘
束
時
間
の
報
酬
で
評
価

　

し
た
い
。

・
町
民
の
為
で
な
く
自
分
の
生
活
の
た
め
と
し
か
思
え

　

な
い
。

・
報
酬
が
安
く
て
生
活
で
き
な
い
と
聞
く
。
一
般
の
人

　

は
ど
れ
く
ら
い
も
ら
っ
て
い
る
か
知
っ
て
ま
す
か
。

　

議
員
は
町
の
為
に
働
い
て
報
酬
を
も
ら
う
。
生
活
の

　

為
で
は
な
い
。

・
多
い
。
12
万
円
で
十
分
。

・
活
動
日
数
か
ら
す
れ
ば
多
い
。

・
働
か
な
い
議
員
に
も
報
酬
は
入
る
。
民
間
人
は
苦
労

　

し
て
い
る
。

・
多
い
。
活
動
が
わ
か
ら
な
い
。

・
多
く
の
子
育
て
中
の
世
帯
主
が
議
員
報
酬
ほ
ど
も

　

ら
っ
て
い
ま
す
か
。

・
定
年
も
な
く
15
万
円
位
が
妥
当
。

・
町
の
為
に
ど
れ
だ
け
仕
事
を
さ
れ
た
の
か
だ
。

・
日
当
に
な
る
く
ら
い
で
よ
い

妥
当
の
理
由
の
主
な
も
の

・
専
業
と
し
て
週
３
〜
４
日
出
勤
し
働
け
は
30
万
円
で

　

も
よ
い

・
少
子
高
齢
化
、
あ
げ
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
資
質
が

　

低
下
す
る
。

・
昔
の
議
員
は
政
治
家
・
今
の
議
員
は
報
酬
取
り
。

・
報
酬
を
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
な
り
手
不
足
は
報
酬

　

が
原
因
で
は
な
い
。

・
退
職
後
の
暇
つ
ぶ
し
に
働
い
て
い
る
か
ら
。

・
日
当
に
す
れ
ば
妥
当
。

少
な
い
理
由
の
主
な
も
の

・
少
な
い
。
生
活
で
き
な
い
か
ら
。

・
収
入
に
不
安
が
あ
る
か
ら
若
者
が
出
れ
な
い
。
若
い

　

人
に
出
て
ほ
し
い
。

・
報
酬
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
30
万
円
は
必
要
。

・
若
返
り
を
期
待
。

・
議
員
の
な
り
手
不
足
な
ら
報
酬
を
多
く
す
る
。

・
一
生
懸
命
働
く
人
に
は
少
な
い
。

・
積
極
性
、
向
上
心
を
発
揮
す
る
に
は
28
万
円
以
上
必

　

要
。

・
副
業
し
な
い
と
大
変
。

・
専
業
で
議
員
活
動
す
る
に
は
少
な
い
。

・
仕
事
を
辞
し
て
議
員
に
な
れ
な
い
。
生
活
で
き
な
い
。

・
年
金
議
員
が
多
い
、
議
員
報
酬
だ
け
の
人
は
厳
し
い

　

と
思
う
。

・
少
な
い
。
な
り
手
不
足
の
一
因
。

・
若
い
方
は
出
れ
な
い
。

・
せ
め
て
30
万
円
く
ら
い
は
出
さ
な
い
と
活
動
の
幅
が

　

出
な
い
。

・
25
万
〜
30
万
円
。
公
務
員
並
み
の
働
き
を
す
る
と
、

　

後
継
者
が
出
る
。　

分
か
ら
な
い
理
由
の
主
な
も
の

・
議
員
の
月
々
の
活
動
で
異
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

・
世
の
流
れ
は
報
酬
ア
ッ
プ
も
あ
り
か
な
と
思
う
。　

⇦開いてご覧ください。

日野町議会議場



（15） （13）（14）

９
．
議
員
定
数
（
10
人
） 

を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
妥
当
で
あ
る
51
％
、
多
い
32
％
、
少
な
い
４
％
、

　
わ
か
ら
な
い
13
％
で
し
た
。

多
い
と
思
う
理
由
の
主
な
も
の

・
人
数
の
割
に
活
動
が
見
え
に
く
い
。

　

少
数
で
中
身
の
深
い
議
論
を
望
む
。　

・
人
口
減
に
対
応
し
少
な
く
て
も
よ
い
。

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
議
会
運
営
を
望
む
。

・
人
口
減
に
合
わ
せ
た
議
員
数
に
。

・
人
口
減
。
議
員
の
存
在
感
が
な
い
。

・
６
人
。　

・
人
数
で
な
く
内
容
が
問
題
。

・
人
口
減
。
能
力
な
く
て
も
票
を
取
れ
ば
当
選
で
き
る

　

現
状
は
人
数
に
意
味
が
な
い
。

・
税
金
を
使
っ
て
い
る
か
ら
。

・
人
口
に
対
し
て
８
人
が
妥
当
。

・
10
人
い
て
何
を
す
る
の
か
。
人
口
減
。
税
金
。

良かった
36%

町民の声が反映されているか

少し思う
40%

思わない
55%

思う
5%

議員定数（10人）は

妥当である
51%

多い
33%

少ない
4%

わからない
12%

議会・議員に期待すること

町行政への
チエック機能
18%

地域の課題
の相談と行政
への橋渡し
25%活動の

情報の発信
12%

政策の提案
19%

議員の
資質の向上
25%

その他
1%

町議会議員になってみたいですか

考えて
も良い
9%

思わない
88%

思う
3%

日野町議会活動の評価は

ある程度
評価する
45%あまり評価

しない
42%

全く評価
しない
11%

大いに評価する
2%

・
人
数
を
少
な
く
。
歳
費
が
町
民
の
為
に
な
る
。

・
地
区
代
表
の
考
え
で
な
く
オ
ー
ル
日
野
町
の
視
野
で
。

・
定
数
を
少
な
く
し
報
酬
を
上
げ
る
。

・
確
実
に
仕
事
を
す
る
方
の
み
で
よ
い
。

・
年
金
暮
ら
し
は
細
々
と
生
き
て
い
る
。

・
毎
日
議
員
の
仕
事
を
す
れ
ば
少
な
く
て
も
で
き
る
。

・
半
分
の
人
数
で
報
酬
を
増
や
す
。

・
８
人
が
妥
当
。
箱
も
の
つ
く
り
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。

・
し
っ
か
り
毎
日
働
け
ば
十
分
こ
な
せ
る
。

・
少
子
高
齢
化
の
人
口
構
成
に
お
い
て
は
、
少
数
精
鋭

　

で
も
よ
い
。

・
自
覚
を
も
つ
べ
き
。
職
員
と
密
に
連
携
を
取
る
べ
き
。

妥
当
と
思
う
理
由
の
主
な
も
の

・
人
口
に
対
し
て
多
い
と
思
う
が
。

・
報
酬
を
上
げ
て
少
数
精
鋭
で
。　

・
な
り
て
が
無
い
な
ら
減
ら
す
べ
き
。
レ
ベ
ル
落
と
し

　

て
ま
で
維
持
す
べ
き
で
な
い
。

・
多
く
意
見
を
届
け
る
の
は
定
数
ば
か
り
言
っ
て
も
ど

　

う
か
。

・
少
な
い
と
仕
事
が
出
来
な
い
か
も
。

・
活
動
す
る
議
員
、
し
な
い
議
員
併
せ
て
考
え
れ
ば
、

　

妥
当
で
あ
る
。

・
女
性
議
員
が
い
な
い
の
が
残
念
。

・
少
な
い
と
町
民
と
の
距
離
が
離
れ
、
多
く
て
も
な
り

　

手
は
出
な
い
。

・
議
員
活
動
に
何
人
必
要
か
。
そ
れ
に
よ
り
定
数
は
決

　

ま
る
。　

・
こ
れ
以
下
は
正
常
な
町
政
の
発
展
と
な
ら
な
い
。

・
地
区
割
り
に
し
て
各
地
区
よ
り
出
し
た
ら
。

・
人
口
減
少
で
妥
当
か
ど
う
か
判
断
が
出
来
な
い
。

少
な
い
と
思
う
理
由
の
主
な
も
の

・
知
恵
を
も
っ
て
町
を
豊
か
に
す
る
に
は
少
な
い
。

・
少
な
い
。
年
代
性
別
社
会
的
立
場
等
多
様
な
議
論
は

　

人
数
が
必
要
。

・
少
な
い
と
議
会
構
成
が
で
き
な
い
。
な
あ
な
あ
主
義

　

と
な
る
。

・
少
な
い
。
多
様
な
意
見
を
だ
し
町
運
営
を
図
る
。

・
自
治
会
よ
り
議
員
を
出
す
。
そ
れ
の
ほ
う
が
効
果
が

　

あ
る
。

10
．
議
員
報
酬
、
議
会
開
催
日
時
が
変
わ
れ
ば
、
あ

　
な
た
は
町
議
会
議
員
に
な
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

　
思
わ
な
い
88
％
、
考
え
て
も
良
い
９
％
、
思
う
３
％

11
．
議
会
の
議
論
に
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。

　
思
わ
な
い
55
％
、
少
し
思
う
40
％
、
思
う
５
％　

思
わ
な
い
人
の
理
由
の
主
な
も
の

・
議
員
個
人
の
持
論
展
開
。
毎
回
同
じ
質
問
。
工
夫
し

　

た
質
問
を
し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
の
様
子
を
聞
い
て
納
得
。　

・
地
元
議
員
が
部
落
行
事
に
参
加
せ
ず
意
見
交
換
が
出

　

来
て
い
な
い
。

・
町
民
の
声
を
ど
れ
だ
け
議
員
が
聞
い
て
い
る
か
疑
問
。

・
話
す
機
会
が
な
い
。

・
ま
っ
た
く
反
映
し
て
い
な
い
。

・
町
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ
て
い
ま
す
か
。

・
年
々
人
口
減
少
の
中
10
年
前
と
進
歩
が
な
い
。
若
者

　

が
永
住
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
、
魅
力
あ
る
町
づ

　

く
り
へ
意
識
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

・
町
民
の
常
識
を
認
識
し
て
い
る
の
か
（
看
板
）
。
執

　

行
部
に
立
ち
向
か
え
る
か
。
そ
の
姿
が
見
え
な
い
。

・
中
継
は
全
議
員
を
写
す
こ
と
も
必
要
。

・
町
民
が
議
会
に
関
心
が
な
い
。

・
持
論
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
る
。

・
議
員
に
意
見
を
問
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

・
議
会
報
告
の
配
布
を
仕
事
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
。

・
貧
乏
人
に
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

・
議
員
は
人
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
な
い
し
聞
き
に

　

来
な
い
。

・
町
民
の
声
や
意
見
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
な
い
。

・
町
民
の
声
傾
け
る
議
員
少
な
い
。
質
問
が
頓
珍
漢
勉

　

強
不
足
。

・
町
の
こ
と
を
議
員
に
聞
か
れ
た
こ
と
も
な
い
し
話
し

　

た
こ
と
も
な
い
。

・
選
挙
の
時
は
政
策
を
言
う
。
当
選
す
れ
ば
個
人
に
な

　

る
。

・
個
人
の
意
見
で
町
民
の
声
反
映
な
し
。

・
決
ま
っ
て
か
ら
の
説
明
。

・
高
齢
の
意
見
が
多
反
映
。
幅
広
い
年
代
の
意
見
も
必

　

要
。

・
議
員
は
普
段
何
を
し
て
い
る
の
。

・
根
雨
の
声
が
ほ
と
ん
ど
。
黒
坂
は
蚊
帳
の
外
。
議
員

　

の
力
不
足
。

・
議
員
が
町
民
の
声
を
聴
い
て
歩
く
熱
意
が
見
な
い
。

・
都
会
の
考
え
方
よ
り
区
（
地
域
）
の
こ
と
に
力
を
入

　

れ
て
ほ
し
い
。

・
特
定
少
数
の
声
を
風
評
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

・
反
映
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
議
会
活
動
は
見
れ
な
い
。

・
議
員
が
町
民
の
声
を
吸
収
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

・
一
般
質
問
が
町
民
の
生
活
意
識
と
か
い
離
し
て
い
る
。

少
し
思
う
人
の
理
由
の
主
な
も
の

・
町
民
の
代
表
だ
か
ら
良
い
町
に
し
た
い
と
活
動
し
て

　

い
る
と
思
う
。

・
町
民
が
議
員
に
歩
み
寄
る
。
傍
観
者
で
な
く
問
題
提

　

起
者
た
れ
。

・
議
員
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
な
し
。
選
挙
区

　

以
外
の
こ
と
は
。

・
検
討
課
題
の
解
決
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
、
旧
サ
ン
プ
ラ

　

の
再
利
用
）
。

・
議
員
の
考
え
か
町
民
の
声
の
集
積
か
、
情
報
の
取
材

　

検
討
が
ほ
し
い
。

12
．
議
会
や
議
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
地
域
の
課
題
の
相
談
と
行
政
へ
の
橋
渡
し
25
％
、

　
議
員
の
資
質
の
向
上
25
％
、
政
策
の
提
案
19
％
、

　
町
行
政
へ
の
チ
エ
ッ
ク
機
能
18
％
、

　
活
動
情
報
の
発
信
12
％
、
そ
の
他
１
％

13
．
総
合
的
に
見
て
、
日
野
町
議
会
の
活
動
を
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

　
あ
る
程
度
評
価
す
る
45
％
、

　
あ
ま
り
評
価
し
な
い
42
％
、
全
く
評
価
し
な
い
11
％
、

　
大
い
に
評
価
す
る
２
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
段
左
の
グ
ラ
フ

そ
の
理
由
の
主
な
も
の

・
町
長
と
議
会
の
協
調
性
が
な
い
。

・
議
会
報
告
の
継
続
が
な
い
残
念
だ
。

・
自
由
な
議
論
を
し
て
な
い
。

・
町
民
の
意
見
を
取
り
上
げ
、
町
行
政
に
参
考
に
な
る
。

・
町
長
と
対
決
姿
勢
。
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
姿

　

勢
に
欠
け
る
。

・
あ
ま
り
に
も
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

・
議
員
の
資
質
に
問
題
の
あ
る
人
が
い
る
。

・
補
助
金
制
度
の
活
用
が
町
長
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

・
町
民
の
為
に
仕
事
を
し
て
い
な
い
。
企
画
な
ど
の
提

　

案
が
な
い
。

・
も
っ
と
厳
し
く
質
問
す
べ
き
。

・
ま
と
も
な
議
論
が
で
き
る
議
員
は
６
人
。
集
落
代
表
で

　

は
な
い
。
人
数
を
少
な
く
し
て
も
町
全
体
を
ど
の
よ
う

　

に
導
く
か
、
具
体
的
方
向
の
議
論
が
総
論
賛
成
ば
か
り

　

の
感
じ
。
議
長
が
困
る
よ
う
な
議
論
を
す
べ
き
。

・
町
民
の
身
近
な
問
題
、
豪
雨
で
の
断
水
。
老
人
子
供

　

を
持
っ
て
い
れ
ば
給
水
に
行
け
な
い
。
商
店
が
な
く

　

米
衣
類
な
ど
の
買
い
物
に
困
る
。
身
近
な
問
題
を
考

　

え
て
ほ
し
い
。

・
自
己
保
身
、
目
先
活
動
、
町
民
主
体
で
な
い
。
広
い

　

視
野
で
活
動
期
待
。

・
町
民
の
声
を
聴
か
ず
代
弁
者
を
名
乗
る
。
合
銀
後
に

　

金
を
使
う
前
に
町
民
生
活
地
域
の
困
り
ご
と
に
使
う

　

こ
と
を
考
え
る
の
が
議
員
の
仕
事
だ
。

・
大
多
数
の
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
。
町
長
の
揚
げ

　

足
を
取
る
で
な
く
協
力
し
て
よ
い
町
議
会
を
作
っ
て

　

ほ
し
い
。

・
人
口
減
少
、
少
子
化
に
適
切
な
対
策
と
っ
て
な
い
。

・
貧
乏
人
も
金
持
ち
も
同
じ
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

・
町
長
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
活
性
化
に
取
組
め
。

・
退
職
後
の
収
入
安
定
策
。
政
策
提
案
の
太
っ
腹
な
気

　

質
な
し
。

・
町
長
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
5
年
前
の
こ
と
を

　

平
気
で
言
っ
て
い
る
。
４
年
間
何
を
し
て
き
た
。

・
町
民
か
ら
見
て
活
動
が
目
に
見
え
な
い
。

・
金
持
神
社
６
０
０
万
円
看
板
予
算
を
反
対
せ
ず
通
す

　

議
会
に
は
失
望
。

・
給
料
の
み
い
た
だ
き
、
仕
事
の
で
き
な
い
人
物
が
い

　

ま
す
。

・
選
挙
の
時
だ
け
頭
が
低
い
。

・
所
得
が
多
い
方
が
議
員
。
生
活
苦
が
分
か
っ
て
な
い
。

　

政
策
に
対
し
提
案
が
ず
れ
て
い
る
議
員
も
あ
る
。

・
給
料
取
り
議
員
は
い
ら
な
い
。
生
き
た
政
治
に
期
待
。

・
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
。

・
若
い
方
が
若
い
考
え
で
行
動
し
て
ほ
し
い
。
足
踏
み

　

状
態
。

・
住
民
の
声
を
聴
か
ず
政
策
提
言
は
で
き
な
い
。

・
日
野
町
の
魅
力
化
、
活
性
化
に
活
動
、
提
言
す
る
姿

　

勢
が
ほ
し
い
。

・
行
政
と
一
体
化
し
た
承
認
機
関
。

・
地
域
に
足
を
運
ん
で
身
近
な
困
り
ご
と
課
題
を
取
り

　

上
げ
て
。

・
地
域
の
要
望
や
問
題
点
に
非
常
に
目
を
向
け
て
い
る
。

・
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

・
議
会
報
告
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
紙
面
に
て
状
況
報
告

　

に
敬
意
。

・
議
員
活
動
に
幅
が
あ
る
支
持
者
が
活
動
を
見
守
り
成

　

長
を
期
待
。

・
発
言
が
伴
わ
な
い
面
も
多
い
が
あ
る
程
度
評
価
。

・
地
域
に
根
付
い
た
活
動
・
人
の
た
め
の
活
動
は
評
価
。

・
議
員
の
活
動
を
目
に
す
る
機
会
が
多
い
の
で
。

・
大
い
に
評
価
。
議
員
の
一
生
懸
命
な
活
動
に
感
動
す
る
。

　
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
多
く

の
要
望
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
重
く
受
け
と
め
、
今
後
更
に
議
論
を
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
後
日
出
か
け
る
議
会
等
で

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



（16）（17）

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

正面が町長執務室

完全に砂で埋まった水路

住民に寄り添う集落支援員

町内の観光地には観光看板が必要
（見えなくなった明地峠の道路案内）

農
業
用
水
路

　
　
　
維
持
管
理
省
力
化

新
し
い
風
は
吹
い
て
ま
す
か

選
の
進
み
具
合
に
つ
い
て
は
、

微
妙
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
今

は
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

公
約
で
「
新
し
い
風
」

と
言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど

う
変
わ
り
ま
し
た
か
。

町
長　

劇
的
な
変
化
で
は
な
く
、

公
約
の
政
策
を
一
歩
で
も
半
歩

で
も
前
に
進
め
る
事
が
、
新
し

い
風
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
外

議
員　

町
長
就
任
か
ら
半
年
以

上
経
過
し
て
、
副
町
長
は
依
然

と
し
て
不
在
で
す
が
。

町
長　

自
分
と
考
え
を
共
有
で

き
、
補
完
し
て
く
れ
る
人
を
幅

広
く
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

以
前
マ
ス
コ
ミ
に
、
副

町
長
は
町
内
か
ら
が
望
ま
し
い
、

と
話
さ
れ
ま
し
た
が
。

町
長　

そ
の
点
は
も
う
一
度

し
っ
か
り
考
え
て
み
ま
す
。
人

か
ら
や
っ
て
き
た
私
の
よ
う
な

も
の
だ
か
ら
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
副
町
長
が
不

在
で
、
職
員
が
直
接
自
分
の
と

こ
ろ
に
き
て
説
明
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
も
風
通
し
が
良

く
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員　

そ
れ
は
、
た
ま
た
ま
結

果
オ
ー
ラ
イ
の
話
で
し
ょ
う
。

　

風
通
し
の
為
に
組
織
体
制
を

変
え
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

検
討
し
て
い
る
が
、
時

期
に
つ
い
て
は
熟
慮
中
で
す
。

副町長不在はいつまで

●町内にこだわらず幅広く答

議
員　

選
挙
公
約
か
ら
1
年
、

就
任
か
ら
半
年
。
維
持
管
理
の

省
力
化
や
体
制
の
見
直
し
の
検

討
を
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

他
地
域
の
先
進
事
例
も

参
考
に
し
、
今
回
の
本
郷
水
路

の
調
査
計
画
が
先
例
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
引
き
続
き

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

集
落
支
援
員
を
モ
デ
ル

で
２
人
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

集
落
の
高
齢
化
を
考
え
れ
ば
旧

村
に
１
人
と
し
て
、
６
人
以
上

の
設
置
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

継
続
事
業
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。　

議
員　

人
口
予
測
は
可
能
で
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画
の

も
と
で
、
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
が
重
要
。
今
後
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
長
は
、
６
月
議
会
で
計
画

を
検
討
し
た
い
と
発
言
さ
れ
ま

し
た
が
、
い
つ
頃
ま
で
に
策
定

さ
れ
る
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

本
町
の
計
画
は
、
「
き

ら
り
日
野
町
創
生
戦
略
」
に
よ

り
取
り
組
ん
で
お
り
、
31
年
度

に
は
新
し
い
も
の
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

人
が
多
く
集
ま
る
本
町

の
観
光
地
（
滝
山
公
園
、
明
地

峠
展
望
台
付
近
）
に
観
光
看
板

が
あ
り
ま
せ
ん
、
整
備
を
。

町
長　

ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い

て
は
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
予
算

編
成
の
中
で
対
応
を
検
討
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整

備
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ

ビ
）
に
よ
り
情
報
発
信
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
や
町
の
活
性
化
に
有
効

活
用
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
で
の

発
信
に
加
え
、
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ

ク
、
ふ
る
さ
と
住
民
へ
の
発
信

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
効
果
的
な
情
報

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

集落支援員の増員を

●継続事業として考えています答
松本　利秋議員

観
光
と
情
報
発
信

松尾　信孝議員
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の
要
因
に
な
り
ま
す
。

教
育
長　

個
々
の
児
童
、
学
年

等
経
年
の
変
化
を
捉
え
、
一
人

ひ
と
り
の
学
力
の
底
上
げ
を
図

り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
近
づ
け

て
い
き
ま
す
。

議
員　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
教
員
の

指
導
、
助
言
で
教
職
員
の
授
業

力
が
向
上
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、

成
果
は
ど
う
で
し
た
か
。 

教
育
長　

率
先
し
て
授
業
を
公

開
し
て
お
り
、
単
元
構
成
、
学

習
展
開
、
質
問
の
工
夫
な
ど
授

議
員　

平
成
30
年
度
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
を
、
教
育
委
員

会
は
ど
の
よ
う
に
評
価
、
検
証

さ
れ
ま
し
た
か
。

教
育
長　

学
力
テ
ス
ト
は
、
小

中
学
校
と
も
、
全
国
の
正
答
率

を
上
回
る
結
果
で
、
学
力
の
定

着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

今
年
好
成
績
と
は
い
え
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
は
ま
だ

ま
だ
差
は
大
き
い
事
を
認
識
し

て
検
討
さ
れ
た
い
。
そ
の
結
果

が
、
こ
ど
も
の
教
育
に
心
配
は

な
い
か
、
移
住
・
定
住
の
判
断

議
員　

日
野
川
の
堆
積
物
、
土

砂
、
砂
利
の
撤
去
を
行
い
、
河

床
を
下
げ
る
工
事
を
早
急
に
県

へ
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
特
に
板
井
原
川
と
日

野
川
の
合
流
点
、
新
黒
坂
橋
付

近
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

板
井
原
川
と
日
野
川
の

合
流
地
点
や
、
新
黒
坂
橋
付
近

の
河
床
の
状
況
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
河
床
を
下

げ
通
水
断
面
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
県

に
対
し
て
当
該
箇
所
の
し
ゅ
ん

せ
つ
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

議
員　

県
に
要
望
し
た
と
言
う

事
で
、
感
触
は
ど
う
で
す
か
。

町
長　

町
内
で
カ
ワ
コ
公
園
と

小
川
尻
川
あ
た
り
、
そ
の
辺
の

し
ゅ
ん
せ
つ
は
計
画
し
て
い
る

が
、
追
加
で
要
望
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
が

か
か
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

議
員　

放
水
時
の
菅
沢
ダ
ム
管

理
事
務
所
と
日
野
町
と
の
連
携

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

毎
年
出
水
期
初
め
頃
に

菅
沢
ダ
ム
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、

菅
沢
ダ
ム
の
放
水
調
整
と
情
報

伝
達
を
関
係
機
関
で
再
確
認
し

て
お
り
ま
す
。

議
員　

町
長
の
選
挙
公
約
で
あ

る
農
林
業
で
の
雇
用
創
出
に
つ

い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
進
展

し
て
い
る
の
か
、
公
約
実
現
の

た
め
の
工
程
計
画
は
。

町
長　

農
林
業
の
雇
用
創
出
の

工
程
や
計
画
に
つ
い
て
は
、
現

在
具
体
的
な
工
程
・
計
画
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
従
来

か
ら
の
取
り
組
み
を
再
確
認
・

検
証
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

議
員　

農
林
業
の
雇
用
創
出
に

畜
産
振
興
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
の
育
成
等
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

業
改
善
と
校
内
の
研
究
推
進
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

議
員　

成
績
公
表
は
。
公
費
で

の
調
査
、
説
明
責
任
が
あ
り
ま

す
。
数
値
を
表
示
さ
れ
て
は
。

教
育
長　

小
・
中
学
校
別
の
結

果
を
チ
ャ
ー
ト
表
で
広
報
ひ
の

等
で
公
表
し
ま
す
。
学
力
、
生

活
状
況
も
具
体
的
な
も
の
を
示

し
て
い
ま
す
。

議
員　

質
問
、
調
査
に
よ
る
生

活
習
慣
の
結
果
は
ど
う
で
す
か
。

学力テスト結果が移住、
        定住判断の要因に
●一人ひとりの学力の底上げを答

集中豪雨で河川災害を
　　　　出さないために
●工事を早急に県へ要望する答

教
育
長　

生
活
習
慣
項
目
の
朝

食
、
就
寝
、
起
床
時
間
は
、
肯

定
的
な
回
答
が
多
か
っ
た
で
す
。

議
員　

自
己
肯
定
感
、
自
尊
感

情
は
、
良
い
点
や
可
能
性
を
見

つ
け
褒
め
る
指
導
に
よ
り
、
自

信
を
持
ち
正
答
率
が
高
い
結
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　

学
校
や
家
庭
で
地
域

の
取
り
囲
む
、
教
育
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中原　　明議員 中原　信男議員

板井原川、日野川合流地点の堆積土砂

電子黒板を使った授業

タブレットで学習

下榎畜産団地
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重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

議
員　

日
野
病
院
に
就
職
希
望

者
が
十
二
人
も
あ
り
四
〜
五
人

が
こ
の
町
に
住
む
希
望
と
い
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

住
宅
建
設
が
急
が
れ
る
。

　

町
の
子
育
て
支
援
の
充
実
も

必
要
で
す
。

議
員　

国
保
会
計
は
、
基
金
が

一
億
一
千
万
円
で
き
、
一
億
円

を
目
途
に
し
て
き
た
の
で
こ
の

見
直
し
を
す
る
時
で
は
な
い
で

す
か
。

町
長　

全
国
の
自
治
体
で
国
保

会
計
や
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
が
町
は
や
っ
て
な
い
。

　

負
担
軽
減
策
を
含
め
今
後
慎

議
員　

７
月
６
日
の
豪
雨
に
よ

り
、
根
雨
山
手
水
路
が
氾
濫
致

し
ま
し
た
。
自
治
会
や
消
防
団

で
土
嚢
を
積
み
上
げ
床
下
浸
水

の
被
害
を
食
い
止
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
路
氾
濫

の
認
識
、
対
策
、
新
設
排
水
路

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

歴
史
民
族
資
料
館
（
旧

根
雨
公
会
堂
）
横
、
オ
オ
サ
コ

谷
川
な
ど
の
山
側
の
谷
よ
り
石

や
多
量
の
水
が
流
れ
出
て
、
水

路
が
満
水
に
な
り
、
水
が
溢
れ

る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

オ
オ
サ
コ
谷
川
な
ど
か
ら
の

山
側
か
ら
の
石
の
流
入
を
防
ぐ

土
砂
対
策
や
、
多
量
の
水
を
流

す
水
路
対
策
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
板
井
原
川
に
分
流
さ
せ

る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

排
水
路
の
新
設
は
、
以
前
山

手
水
路
か
ら
板
井
原
川
に
向
け

水
路
を
布
設
す
る
計
画
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
地
元
同
意
が
得

ら
れ
ず
に
実
施
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
当
時
と
社
会
情
勢
も
変
化

し
て
い
ま
す
の
で
、
豪
雨
に
よ

る
石
の
流
入
防
止
・
土
砂
対
策

や
水
路
対
策
等
総
合
的
に
判
断

し
て
慎
重
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
議
員　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
事
業
の
優
先

順
位
を
上
げ
早
急
な
対
策
を
求

め
ま
す
。

町
長　

土
砂
流
入
、
増
水
を
防

ぐ
手
法
を
総
合
的
に
判
断
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

園
児
・
就
学
児
童
な
ど
の
給

食
費
の
支
援
策
は
取
れ
な
い
か
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
績

は
ど
う
で
す
か
。

町
長　

完
全
無
償
化
で
な
く
一

部
を
補
助
す
る
な
ど
の
検
討
を
し

て
み
た
い
。
病
児
一
人
一
日
・
病

後
児
一
人
二
日
間
利
用
さ
れ
ま
し

た
。

議
員　

認
知
症
で
事
故
に
あ
う

こ
と
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ

国保の負担軽減を
●今後慎重に検討する答

早急に水路氾濫対策を
●防ぐ手法を考える答

て
お
り
、
過
去
に
町
内
で
も
似

た
よ
う
な
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

　

家
族
に
突
然
高
額
な
賠
償
請

求
な
ど
が
あ
り
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
保
険
制
度

を
、
検
討
さ
れ
る
思
い
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

各
社
か
ら
発
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

町
長　

自
治
体
で
は
神
奈
川
県

大
和
市
が
公
費
で
行
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
保
険
の
存
在
を
情

報
提
供
し
家
族
の
責
任
と
し
て

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
を

認
知
症
対
策

安達　幸博議員佐々木　求議員

自治会で土砂撤去

氾濫した根雨水路

世代を越えての交流



（22）

グ
ル
ー
プ
を
７
班
に
分
け
て
避

難
行
動
を
す
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

西
部
地
震
以
降
、
田
中
様
の

指
導
で
防
災
要
領
を
作
り
、
地

震
・
水
害
・

土
砂
災
害

を
想
定
し
、

緊
急
時
に

は
指
示
を

待
た
ず
に

グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

と
共
に
判

断
し
、
行

動
に
移
し

ま
す
。

　

田
中
宅

車
庫
に
設

置
し
て
あ

る
確
認
板

を
使
用
し
、

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

発行責任者／日野町議会議長　小谷 博徳　編集／議会広報常任委員会　メール:gikai@town.hino.tottori.jp
　　　　　　〒689-4503 　鳥取県日野郡日野町根雨101　Tel 0859－72－0335　Fax 0859－72－1484

　

黒
坂
５
区
は
、
32
戸
・
73
人

の
自
治
会
で
す
。
高
齢
の
方
や

支
援
・
介
助
が
必
要
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
黒
坂
５

区
防
災
委
員
会
を
組
織
。
支
援

特
集  

行
動

特
集  

行
動
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
記
入
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

議
会
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

何
を
い
ま
さ
ら
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

こ
と
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
、

議
会
の
日
ご
ろ
の
活
動
が
あ
ま

り
皆
さ
ん
に
は
よ
く
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
議
会

だ
よ
り
も
、
議
会
の
活
動
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
わ

か
っ
て
い
た
だ
く
重
要
な
手
段

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
常
に
、
内
容
、
表
現
方

法
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
改
良
し
、

皆
さ
ん
に
関
心
を
も
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
に

す
る
工
夫
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
ま
し
た
。　

            

（
松
尾　

信
孝 

記
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

  

委  

員  

長　

松
本　

利
秋

　

  

副
委
員
長　

松
尾　

信
孝

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　

  

小
谷　

博
徳

　
　
　
　
　
　

  

金
川　

守
仁

　
　
　
　
　
　

  

山
形　

克
彦

手
分
け
を
し
て

安
否
確
認
を
す

る
な
ど
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
よ
る

訓
練
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

消
火
栓
に
よ

る
訓
練
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
で
消

火
作
業
、
家
庭

で
の
油
火
災
に

消
火
器
体
験
、

風
水
害
に
は
グ

ル
ー
プ
毎
に
ロ

ー
プ
を
握
り
避

難
。
29
年
か
ら
全
世
帯
の
住

民
・
家
屋
の
模
型
を
作
り
、
地

震
・
水
害
・
土
砂
災
害
時
の
避

難
経
路
マ
ッ
プ
に
よ
る
避
難
誘

導
、
救
急
講
習
受
講
等
、
図
上

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
中
部
地
震
時
に
は
、
在

宅
数
19
戸
・
26
人
で
し
た
。
昼

間
に
は
若
い
人
が
い
な
く
、
高

齢
者
な
ど
の
避
難
誘
導
を
ど
う

す
る
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
は
、

避
難
勧
告
発
令
後
、
要
支
援
者

宅
に
避
難
要
請
、
区
内
巡
視
、

川
の
水
位
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
で
は
特
に
近
隣

社
会
の
共
助
が
大
切
。
「
自
分

達
の
区
民
は
自
分
達
で
守
る
」

を
合
言
葉
に
、
住
民
が
一
丸
と

な
り
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

 
（
防
災
係
長　

住
田　

巧
）

自
治
会
の
共
助
を
大
切
に

〜 
黒
坂
５
区
防
災
委
員
会 

〜

身
を
守
る

　 

防
災
訓
練

役員による図上訓練

防災訓練に参加した黒坂5区自治会の皆さん


